
川崎病と診断

免疫グロブリン療法＋アスピリン

免疫グロブリン終了後24から36時間後も発熱が持続または再燃する不応例

免疫グロブリン再投与

発熱が持続または再燃

初期治療

2段階目の治療

3段階目の治療 抗ヒトTNAαモノクローナル抗体
免疫グロブリン再投与
ステロイド大量投与など

川崎病の急性期治療の概略
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